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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

道
徳
の
授
業
を
始
め
よ
う
！

自
分
で
決
め
る

っ
て
？

三
百
六
十
五
×
十
四
回
分
の

「
あ
り
が
と

う

」
「
養
生
訓

」
よ
り

夢
を
諦
め
な
い

❘

「
ね
ぶ
た
師

」
北
村
麻
子

魚
の
涙

（
深
め
た
い
む

）

私
の
話
を
聞
い
て
ね

六
十
二
枚
の
天
気
図

席
を
譲

っ
た
け
れ
ど

み
ん
な
で
成
功
さ
せ
よ
う

ひ
ま
わ
り

裏
庭
で
の
出
来
事

父
の
言
葉

学
習
机

言
葉
の
向
こ
う
に

（
深
め
た
い
む

）

紙
芝
居

私
が
働
く
理
由

仏
の
銀
蔵

（
深
め
た
い
む

）

な
お
し
も
ん

捨
て
ら
れ
た
悲
し
み

「
ソ
ー

セ
ー

ジ

」
の
悲
し
い
最
後

日
本
の
お
米

異
文
化
の
人
々
と
共
に
生
き
る

撮
れ
な
か

っ
た
一
枚
の
写
真

親
友

銀
色
の
シ

ャ
ー

プ
ペ
ン
シ
ル

や

っ
ぱ
り
樹
里
は

カ
メ
は
自
分
を
知

っ
て
い
た

（
深
め
た
い
む

）

命
の
木

エ
ル
マ
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
の

「
最
後
の
贈
り
も
の

」

道
徳
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

〈
付
録

〉
い
ち
ば
ん
高
い
値
段
の
絵

〈
付
録

〉
雨
の
日
の
昇
降
口

〈
付
録

〉
初
め
て
の
伴
奏

〈
付
録

〉
橋
の
上
の
お
お
か
み

自主，自律，自由と責任
(1)自律の精神を重んじ，自主的に考え，判断し，誠実に実行してその結果
に責任をもつこと。 ◎ ・ ◎ ・ ・ ・ ○ ・ ○ ○ ○

節度，節制
(2)望ましい生活習慣を身に付け，心身の健康の増進を図り，節度を守り節
制に心掛け，安全で調和のある生活をすること。 ◎ ・ ・

向上心，個性の伸長
(3)自己を見つめ，自己の向上を図るとともに，個性を伸ばして充実した生
き方を追求すること。 ○ ○ ・ ・ ◎

希望と勇気，克己と強い意志
(4)より高い目標を設定し，その達成を目指し，希望と勇気をもち，困難や失
敗を乗り越えて着実にやり遂げること。 ◎ ○ ・

真理の探究，創造 (5)真実を大切にし，真理を探究して新しいものを生み出そうと努めること。 ◎

思いやり，感謝
(6)思いやりの心をもって人と接するとともに，家族などの支えや多くの人々
の善意により日々の生活や現在の自分があることに感謝し，進んでそれに
応え，人間愛の精神を深めること。

・ ◎ ◎ ○ ・ ○ ○ ◎

礼儀 (7)礼儀の意義を理解し，時と場に応じた適切な言動をとること。 ◎

友情，信頼
(8)友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち，互いに励まし合い，
高め合うとともに，異性についての理解を深め，悩みや葛藤も経験しながら
人間関係を深めていくこと。

○ ・ ・ ◎ ・ ◎

相互理解，寛容
(9)自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，それぞれの個性や立場を尊
重し，いろいろなものの見方や考え方があることを理解し，寛容の心をもっ
て謙虚に他に学び，自らを高めていくこと。

◎ ○ ○ ・ ◎ ○ ○ ○ ○ ・

遵法精神，公徳心
(10)法やきまりの意義を理解し，それらを進んで守るとともに，そのよりよい
在り方について考え，自他の権利を大切にし，義務を果たして，規律ある
安定した社会の実現に努めること。

◎ ◎

公正，公平，社会正義
(11)正義と公正さを重んじ，誰に対しても公平に接し，差別や偏見のない社
会の実現に努めること。 ◎ ○ ・ ◎ ○

社会参画，公共の精神
(12)社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め，公共の精神をもってよりよ
い社会の実現に努めること。 ◎ ○

勤労
(13)勤労の尊さや意義を理解し，将来の生き方について考えを深め，勤労
を通じて社会に貢献すること。 ○ ◎

家族愛，家庭生活の充実
(14)父母，祖父母を敬愛し，家族の一員としての自覚をもって充実した家
庭生活を築くこと。 ◎ ・ ・

よりよい学校生活，集団生活の充実
(15)教師や学校の人々を敬愛し，学級や学校の一員としての自覚をもち，
協力し合ってよりよい校風をつくるとともに，様々な集団の意義や集団の中
での自分の役割と責任を自覚して集団生活の充実に努めること。

・ ・ ・ ◎ ○ ○ ・ ・ ◎

郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態
度

(16)郷土の伝統と文化を大切にし，社会に尽くした先人や高齢者に尊敬の
念を深め，地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し，進んで郷土
の発展に努めること。

・ ◎ ・

我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態
度

(17)優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するとともに，日本人とし
ての自覚をもって国を愛し，国家及び社会の形成者として，その発展に努
めること。

○ ◎ ・ ・

国際理解，国際貢献
(18)世界の中の日本人としての自覚をもち，他国を尊重し，国際的視野に
立って，世界の平和と人類の発展に寄与すること。 ◎

生命の尊さ
(19)生命の尊さについて，その連続性や有限性なども含めて理解し，かけ
がえのない生命を尊重すること。 ○ ◎ ◎ ○ ◎

自然愛護
(20)自然の崇高さを知り，自然環境を大切にすることの意義を理解し，進ん
で自然の愛護に努めること。 ・ ・ ◎ ○ ○

感動，畏敬の念
(21)美しいものや気高いものに感動する心をもち，人間の力を超えたものに
対する畏敬の念を深めること。 ○ ・ ◎ ○

よりよく生きる喜び
(22)人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心が
あることを理解し，人間として生きることに喜びを見いだすこと。 ○ ○ ○ ◎ ◎ ・

各教材に，関連する内容項目を示しました。◎は，指導のねらいとする内容項目です。
参考として，教材とつながりのある内容項目には○を，ややつながりのある内容項目には・を示しています。

（
内
容
項
目
を
限
定
し
な
い

）

（
内
容
項
目
を
限
定
し
な
い

）

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然

、

崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関

す
る
こ
と

　各学年の教材名と関連する内容項目

内容項目（22）

教材名

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り

に

関
す
る
こ
と

Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

内容解説資料 



〔２年〕

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

道
徳
の
授
業
を
始
め
よ
う
！

テ
ニ
ス
部
の
危
機

カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ

ジ
コ
チ

ュ
ウ

松
葉
づ
え

消
防
団

明
日

、
み
ん
な
で
着
よ
う

（
深
め
た
い
む

）

命
が
生
ま
れ
る
そ
の
と
き
に

許
せ
な
い
よ
ね

あ
と
一
歩
だ
け

、
前
に

異
な
り
記
念
日

夢
中
に
な
る
の
は
悪
い
こ
と
？

（
深
め
た
い
む

）

秀
さ
ん
の
心

段
ボ
ー

ル
ベ

ッ
ド
へ
の
思
い

一
枚
の
布
か
ら

私
の
町

ス
カ
イ
ツ
リ
ー

に
か
け
た
夢

民
主
主
義
と
多
数
決
の
近
く
て
遠
い
関
係

（
深
め
た
い
む

）

「
桃
太
郎

」
の
鬼
退
治

む
こ
う
岸
に
は

僕
の
仕
事
場
は
富
士
山
で
す

宇
宙
の
始
ま
り
に
思
い
を
寄
せ
て

つ
な
が
る
命

優
し
さ
の
光
線

人

っ
て

、
本
当
は
？

夢
の
力

（
深
め
た
い
む

）

嫌
わ
れ
る
の
を
恐
れ
る
気
持
ち

気
づ
か
な
か

っ
た
こ
と

ク
ロ
ス
プ
レ
ー

泣
き
す
ぎ
て
は
い
け
な
い

道
徳
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

〈
付
録

〉
箱
根
駅
伝
に
挑
む

〈
付
録

〉
ア
イ
ヌ
の
歌
を
歌
い
た
い

〈
付
録

〉
ア
ン
ネ
の
バ
ラ

〈
付
録

〉
泣
い
た
赤
お
に

自主，自律，自由と責任
(1)自律の精神を重んじ，自主的に考え，判断し，誠実に実行してその結果
に責任をもつこと。 ◎ ・ ◎ ○ ○ ○

節度，節制
(2)望ましい生活習慣を身に付け，心身の健康の増進を図り，節度を守り節
制に心掛け，安全で調和のある生活をすること。 ◎ ◎

向上心，個性の伸長
(3)自己を見つめ，自己の向上を図るとともに，個性を伸ばして充実した生
き方を追求すること。 ・ ◎ ○ ○ ◎ ・

希望と勇気，克己と強い意志
(4)より高い目標を設定し，その達成を目指し，希望と勇気をもち，困難や失
敗を乗り越えて着実にやり遂げること。 ○ ・ ・ ・ ◎ ○ ◎

真理の探究，創造 (5)真実を大切にし，真理を探究して新しいものを生み出そうと努めること。 ◎ ○ ○

思いやり，感謝
(6)思いやりの心をもって人と接するとともに，家族などの支えや多くの人々
の善意により日々の生活や現在の自分があることに感謝し，進んでそれに
応え，人間愛の精神を深めること。

・ ○ ・ ・ ・ ◎

礼儀 (7)礼儀の意義を理解し，時と場に応じた適切な言動をとること。 ◎

友情，信頼
(8)友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち，互いに励まし合い，
高め合うとともに，異性についての理解を深め，悩みや葛藤も経験しながら
人間関係を深めていくこと。

○ ○ ◎ ○ ○ ◎

相互理解，寛容
(9)自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，それぞれの個性や立場を尊
重し，いろいろなものの見方や考え方があることを理解し，寛容の心をもっ
て謙虚に他に学び，自らを高めていくこと。

・ ◎ ・ ○ ◎ ・ ○ ・ ○

遵法精神，公徳心
(10)法やきまりの意義を理解し，それらを進んで守るとともに，そのよりよい
在り方について考え，自他の権利を大切にし，義務を果たして，規律ある
安定した社会の実現に努めること。

・ ◎ ・

公正，公平，社会正義
(11)正義と公正さを重んじ，誰に対しても公平に接し，差別や偏見のない社
会の実現に努めること。 ◎ ○ ○ ◎

社会参画，公共の精神
(12)社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め，公共の精神をもってよりよ
い社会の実現に努めること。 ○ ◎ ○ ○ ・ ○ ○ ○

勤労
(13)勤労の尊さや意義を理解し，将来の生き方について考えを深め，勤労
を通じて社会に貢献すること。 ・ ◎

家族愛，家庭生活の充実
(14)父母，祖父母を敬愛し，家族の一員としての自覚をもって充実した家
庭生活を築くこと。 ○ ◎ ・ ○ ・

よりよい学校生活，集団生活の充実
(15)教師や学校の人々を敬愛し，学級や学校の一員としての自覚をもち，
協力し合ってよりよい校風をつくるとともに，様々な集団の意義や集団の中
での自分の役割と責任を自覚して集団生活の充実に努めること。

◎ ・ ・ ・

郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態
度

(16)郷土の伝統と文化を大切にし，社会に尽くした先人や高齢者に尊敬の
念を深め，地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し，進んで郷土
の発展に努めること。

○ ◎

我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態
度

(17)優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するとともに，日本人とし
ての自覚をもって国を愛し，国家及び社会の形成者として，その発展に努
めること。

◎ ○ ○ ・ ・

国際理解，国際貢献
(18)世界の中の日本人としての自覚をもち，他国を尊重し，国際的視野に
立って，世界の平和と人類の発展に寄与すること。 ○ ◎ ◎

生命の尊さ
(19)生命の尊さについて，その連続性や有限性なども含めて理解し，かけ
がえのない生命を尊重すること。 ◎ ・ ◎ ◎

自然愛護
(20)自然の崇高さを知り，自然環境を大切にすることの意義を理解し，進ん
で自然の愛護に努めること。 ◎ ・

感動，畏敬の念
(21)美しいものや気高いものに感動する心をもち，人間の力を超えたものに
対する畏敬の念を深めること。 ・ ◎ ○

よりよく生きる喜び
(22)人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心が
あることを理解し，人間として生きることに喜びを見いだすこと。 ◎ ・ ◎ ・ ・ ・ ○ ・

各教材に，関連する内容項目を示しました。◎は，指導のねらいとする内容項目です。
参考として，教材とつながりのある内容項目には○を，ややつながりのある内容項目には・を示しています。

（
内
容
項
目
を
限
定
し
な
い

）

（
内
容
項
目
を
限
定
し
な
い

）

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然

、

崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関

す
る
こ
と

内容項目（22）

教材名

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り

に

関
す
る
こ
と

Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

内容解説資料 



〔３年〕

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

道
徳
の
授
業
を
始
め
よ
う
！

礼
儀
正
し
さ
と
は

背
番
号
10

二
通
の
手
紙

あ
の
日
　
生
ま
れ
た
命

三
年
目
の

「
ご
め
ん
ね

」

（
深
め
た
い
む

）

小
さ
な
出
来
事

「
リ
ク
エ
ス
ト
食

」
を
支
え
る

サ
グ
ラ
ダ
・
フ

ァ
ミ
リ
ア

❘
受
け
継
が
れ
て
い
く
思
い

鉄
腕
ア
ト
ム
を
つ
く
り
た
い

❘
人
工
知
能
研
究
は
人
間
探
求

が
ん
ば
れ
　
お
ま
え

私
が
ピ
ン
ク
色
の
キ

ャ

ッ
プ
を
か
ぶ
る
わ
け

ソ
ー

シ

ャ
ル
・
ビ

ュ
ー

❘
見
え
な
い
人
と
楽
し
む
美
術
鑑
賞

命
の
選
択

一
票
を
投
じ
る
こ
と
の
意
味

闇
の
中
の
炎

（
深
め
た
い
む

）

ぼ
く
の
物
語
　
あ
な
た
の
物
語

（
深
め
た
い
む

）

私
の
再
出
発

足
袋
の
季
節

障
子
の
あ
か
り

家
族

っ
て
？
　
家
庭

っ
て
？

海
と
ス
ト
ロ
ー

好
い
と

っ
ち

ゃ
ん

、
博
多

希
望
の
義
足

『
落
葉

』
❘
菱
田
春
草

小
さ
い
こ
と

恩
讐
の
彼
方
に

巣
立
ち
の
歌
が
聞
こ
え
る

先
人
の
言
葉
❘

「
論
語

」

命
と
向
き
合
う

道
徳
の
学
び
を
振
り
返
ろ
う

〈
付
録

〉
出
会
い
の
輝
き

〈
付
録

〉
ア
イ
ツ
と
オ
レ

〈
付
録

〉
「
サ

ッ
カ
ー

」
と

「
働
く
こ
と

」

〈
付
録

〉
手
品
師

自主，自律，自由と責任
(1)自律の精神を重んじ，自主的に考え，判断し，誠実に実行してその結果
に責任をもつこと。 ◎ ・ ○ ○ ・ ・ ○ ◎

節度，節制
(2)望ましい生活習慣を身に付け，心身の健康の増進を図り，節度を守り節
制に心掛け，安全で調和のある生活をすること。 ○ ◎

向上心，個性の伸長
(3)自己を見つめ，自己の向上を図るとともに，個性を伸ばして充実した生
き方を追求すること。 ◎ ・ ・ ○ ・ ◎ ・

希望と勇気，克己と強い意志
(4)より高い目標を設定し，その達成を目指し，希望と勇気をもち，困難や失
敗を乗り越えて着実にやり遂げること。 ○ ○ ◎ ◎

真理の探究，創造 (5)真実を大切にし，真理を探究して新しいものを生み出そうと努めること。 ・ ◎ ・ ・ ・

思いやり，感謝
(6)思いやりの心をもって人と接するとともに，家族などの支えや多くの人々
の善意により日々の生活や現在の自分があることに感謝し，進んでそれに
応え，人間愛の精神を深めること。

◎ ・ ○ ○ ・ ○ ◎ ・

礼儀 (7)礼儀の意義を理解し，時と場に応じた適切な言動をとること。 ◎ ○

友情，信頼
(8)友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち，互いに励まし合い，
高め合うとともに，異性についての理解を深め，悩みや葛藤も経験しながら
人間関係を深めていくこと。

○ ・ ◎ ・ ○

相互理解，寛容
(9)自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，それぞれの個性や立場を尊
重し，いろいろなものの見方や考え方があることを理解し，寛容の心をもっ
て謙虚に他に学び，自らを高めていくこと。

・ ◎ ○ ・ ○ ◎ ・ ◎

遵法精神，公徳心
(10)法やきまりの意義を理解し，それらを進んで守るとともに，そのよりよい
在り方について考え，自他の権利を大切にし，義務を果たして，規律ある
安定した社会の実現に努めること。

◎ ○ ◎

公正，公平，社会正義
(11)正義と公正さを重んじ，誰に対しても公平に接し，差別や偏見のない社
会の実現に努めること。 ◎ ○ ◎

社会参画，公共の精神
(12)社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め，公共の精神をもってよりよ
い社会の実現に努めること。 ○ ◎ ・ ○ ○

勤労
(13)勤労の尊さや意義を理解し，将来の生き方について考えを深め，勤労
を通じて社会に貢献すること。 ・ ◎ ◎

家族愛，家庭生活の充実
(14)父母，祖父母を敬愛し，家族の一員としての自覚をもって充実した家
庭生活を築くこと。 ○ ・ ◎

よりよい学校生活，集団生活の充実
(15)教師や学校の人々を敬愛し，学級や学校の一員としての自覚をもち，
協力し合ってよりよい校風をつくるとともに，様々な集団の意義や集団の中
での自分の役割と責任を自覚して集団生活の充実に努めること。

・ ○ ・ ◎ ・

郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態
度

(16)郷土の伝統と文化を大切にし，社会に尽くした先人や高齢者に尊敬の
念を深め，地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し，進んで郷土
の発展に努めること。

◎

我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態
度

(17)優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するとともに，日本人とし
ての自覚をもって国を愛し，国家及び社会の形成者として，その発展に努
めること。

・ ・ ◎ ○

国際理解，国際貢献
(18)世界の中の日本人としての自覚をもち，他国を尊重し，国際的視野に
立って，世界の平和と人類の発展に寄与すること。 ・ ・ ・ ◎

生命の尊さ
(19)生命の尊さについて，その連続性や有限性なども含めて理解し，かけ
がえのない生命を尊重すること。 ◎ ○ ◎ ○ ◎

自然愛護
(20)自然の崇高さを知り，自然環境を大切にすることの意義を理解し，進ん
で自然の愛護に努めること。 ◎

感動，畏敬の念
(21)美しいものや気高いものに感動する心をもち，人間の力を超えたものに
対する畏敬の念を深めること。 ◎ ○ ○ ○

よりよく生きる喜び
(22)人間には自らの弱さや醜さを克服する強さや気高く生きようとする心が
あることを理解し，人間として生きることに喜びを見いだすこと。 ○ ・ ○ ・ ○ ◎ ◎ ・ ○ ○

各教材に，関連する内容項目を示しました。◎は，指導のねらいとする内容項目です。
参考として，教材とつながりのある内容項目には○を，ややつながりのある内容項目には・を示しています。
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限
定
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い
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内容項目（22）
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内容解説資料 


